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岡山県高
たか

梁
はし

市
し

遊休農地の
活用事例

岡山県赤
あか

磐
いわ

市
し

特色ある農業
推進事業を実践

農業委員会のうごき農業委員会のうごき
岡山県にて先進的取り組みを視察
（管外視察研修：平成２９年１１月１６～１７日）

高
梁
市
産
業
経
済
部
農
林
課
職

員
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
同
市

で
は
、
水
稲
・
ト
マ
ト
・
ピ
オ
ー
ネ

な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
市
域
の

約
８
割
は
中
山
間
地
で
、
過
疎
化
・

高
齢
化
・
耕
作
意
欲
の
低
下
に
よ
り
、

遊
休
農
地
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
農
業

委
員
会
と
市
と
で
何
と
か
し

よ
う
と
話
し
合
い
、
牛
の
放

牧
、
紅
茶
の
生
産
、
衰
退
し

た
煙
草
産
地
で
の
兼
業
農
家

に
よ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
を

進
め
ま
し
た
。

牛
の
放
牧
で
は
、
地
域

住
民
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
、

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
牛
が
草
を
食
べ
、
有

害
鳥
獣
対
策
に
も
な
り
、
農

地
の
管
理
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
組
合
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
化
し

た
茶
園
で
は
需
要
が
高
い
と
見
込
ん
だ
国
産
紅
茶
を
生
産
し
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
茶
園
手
入
れ
で
の
交
流
や
、
特
産
品
づ
く

り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
煙
草
農
家
の
衰
退
に
関
わ
る
荒
廃

農
地
で
は
、
負
担
の
少
な
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
を
推
奨
し
、
品
種

改
良
を
重
ね
、
気
候
に
合
っ
た
特
別
な
品
種
を
作
り
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
聞
い
た
あ
と
、
場
所
を
移
動
し
て
、

玉
川
町
増
原
地
区
の
農
地
で
牛
を
放
牧
す
る
様
子
を
見
学
し
ま
し

た
。

赤
磐
市
で
は
、
市
産
業
振
興
部
職

員
と
農
業
委
員
か
ら
、
農
山
村
活
性

化
の
た
め
の
実
践
例
を
う
か
が
い
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

同
市
で
は
、
白
桃
・
マ
ス
カ
ッ
ト

な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、
就
農

者
の
育
成
・
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
経
営
感
覚
の
あ
る
農
業
者
の
育
成
を
目
的
に
、
市
役
所
・

Ｊ
Ａ
・
農
地
中
間
管
理
機
構
の
３
者
で
協
定
を
締
結
し
、「
就
農

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し

た
。「
新
規
就
農
者
は
、
わ
が
子
と

思
っ
て
対
応
し
て
い
る
」
と
の
農
業

委
員
の
言
葉
に
は
、
思
い
や
り
や
心

の
温
か
さ
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

ま
た
、
市
内
産
農
産
物
な
ど
の

ブ
ラ
ン
ド
化
・
高
付
加
価
値
化
を
図

る
「
赤
磐
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

企
画
、
日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
と

協
力
し
た
「
ス
タ
ー
農
家
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
、
地
産
地
消
の

推
進
か
つ
首
都
圏
で
の
販
売
や
海
外

輸
出
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
販
売
強

化
な
ど
を
、
関
係
機
関
や
市
民
が
協

力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
で
は
、
保
護
団
体
な

ど
の
理
解
を
得
て
本
格
的
な
サ
ル
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。

（
文
書
：
宇
野
十
三
治 

委
員
）

▲研修の様子（赤磐市） ▲大粒のマスカット

▲遊休農地で放牧中の牛

日目1

日目2
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施策改善を求める意見書を提出

　平成 29 年 10 月 19 日、「農地等利用最適化推進施策の改善に関する意見書」を、
農業委員会法第 38 条第１項の規定により、市長に提出しました。また、平成 29 年
11 月 22 日、南丹市より意見書への回答がありました。

（以下に一部抜粋・要約した内容を掲載します。全文は、農業委員会ホームページで
公開しています。）

米の直接支払交付金制度が平成30年産米から廃止される。平成31年度から始まる「農
業経営収入保険事業」は青色申告が必須であるなど、水稲生産農家は不安を抱えている。

同交付金制度にかわる施策を市独自で創設してほしい。

南丹市内の農業の担い手を発掘し、研修会や意見交換会など情報共有の充実を図り、関
係機関と連携して、支援施策など農政に関する情報を農業者に周知することを徹底して

ほしい。

有害鳥獣による農作物被害が拡大している。捕獲の大幅強化と恒久防護施設の整備、
広葉樹の森づくりの推進と、積極的な取り組みを望む。また、サルへの対策強化を望む。

同交付金制度の廃止は大きな問題であるが、同等の施策を市独自の財源で行うことは難
しい。平成 29 年度に創設した市独自の「がんばる農業応援事業」などで、集落の共同

利用機械への助成を推進するなどして、農家支援を行う。また、収入保険制度が始まるが、従
来の共済制度は、強制から任意加入となるなど制度変更され存続するため、無保険農家が増加
しないよう、関係機関とともに推進する。

新規就農を希望する若手への研修と交流の場としては、京都府農業改良普及センターに
よる約半年間の就農サポート講座、また主要特産品の振興を図るための特産物育成協議

会による産地ごとの互見会など、様々な研修機会を開催している。平成 29 年度新設の「がん
ばる農業応援事業」のニーズ調査など、認定農業者・認定新規就農者、農家・農事組合長へ制
度の情報提供を直接行っている。農業者の声をしっかりと受け止め、農業施策に関する情報提
供のための環境づくりを進めたい。

鳥獣被害防止対策として、捕獲と防除の両面から対策の実施が必要。広域連携も含めた
有害鳥獣の捕獲事業を継続しつつ、野生鳥獣の生息個体数を制限するための計画的な捕

獲を進める。また、関係機関と市民が一体となって、森林と集落の間へ緩衝帯整備や里山の環
境整備を進め、総合的に防除する環境づくりに取り組む。サル対策では、兵庫県の篠山市、丹
波市、京都府の京丹波町、福知山市と「大丹波地域サル対策広域協議会」を設立し、地域ぐる
みで取り組む被害防除のための研修会開催、サルの広域監視システムの構築を行っている。今
後は、徹底的な追い払いによるサル対策を強化する。

Ⅲ．荒廃農地対策と野生鳥獣害対策

Ⅱ．人材育成

Ⅰ．安定した農業所得の確保に関わる施策
米の直接支払交付金制度の廃止に伴う対策について

担い手の育成及び発掘と認定農業者の増加に向けた取り組みについて

有害鳥獣による被害対策の支援について

農委からの

意見

農委からの

意見

農委からの

意見

回答

回答

回答



（平成30年2月発行　No.35） 4

地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。

農事組合法人 ふなえだ
（南丹市八木町船枝）

　

船
枝
地
区
は
、
八

木
町
北
西
部
、
亀
岡

盆
地
の
北
端
に
位
置

し
、
北
部
は
丹
波
高

地
へ
、
西
に
は
大
堰

川
（
桂
川
）
が
流
れ

て
い
ま
す
。

◎
設
立
の
経
緯

　

約
40
年
前
か
ら
生

産
組
合
を
作
り
、
農

作
業
受
託
や
集
団
転

作
で
小
麦
・
大
豆
・

小
豆
な
ど
を
栽
培
し

て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
年
々
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
担
い
手
が
不

足
。
長
引
く
米
価
の
低
迷
、
ま
た
耕
作
放
棄
地
の

増
加
が
心
配
さ
れ
、
今
ま
で
ど
お
り
の
営
農
の
継

続
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
地
域
全
農
家
の
意
向
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
法
人
と
い
う
受
け
皿

を
作
り
、営
農
組
織
の
体
質
強
化
を
図
り
、農
地
・

農
業
を
守
る
た
め
、「
農
事
組
合
法
人
ふ
な
え
だ
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
７
月
、
理
事
６
名

と
監
事
２
名
を
役
員
と
し
ま
し
た
。
設
立
か
ら
１

年
ほ
ど
た
っ
た
現
在
で
は
、
出
資
賛
同
し
た
全
農

家
38
戸
が
参
画
し
、
約
26 

㌶
の
ほ
場
を
経
営
し
て

い
ま
す
。

　
「
農
地
の
賃
借
、
農
地
の
取
得
、
雇
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
」「
信
用
力
の
強
化
」「
剰
余
金
の

内
部
留
保
が
可
能
に
な
り
、
安
定
経
営
が
見
込
め

る
」「
交
付
金
・
補
助
金
な
ど
の
機
会
の
増
加
が

見
込
め
る
」「
農
業
施
策
の
変
化
に
対
応
で
き
る
」

こ
と
を
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
期
待
し
て
い

ま
す
。

◎
経
営
概
況
と
法
人
の
特
色

　

経
営
概
況
の
現
在
は
、
水
稲
栽
培
は
４
・
１
㌶

（
収
益
割
合
44
％
）、
麦
栽
培 

６
・
３
㌶
（
収
益

割
合
３
％
）、
小
豆
栽
培
６
・
３
㌶
（
収
益
割
合

50
％
）、
作
業
受
託
２
・
１
㌶
（
収
益
割
合
３
％
）

で
す
。
数
年
後
の
目
標
で
は
、
水
稲
栽
培
は
15
％

増
、
作
業
受
託
は
14
％
増
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

水
稲
・
米
は
、
作
期
分
散
と
Ｊ
Ａ
の
要
望
か
ら

酒
米
の
か
け
米
用
に
日
本
晴
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

小
豆
は
機
械
化
栽
培
を
実
施
し
、
収
益
は
安
定
し

て
い
ま
す
。
ほ
場
の
預
託
は
、
原
則
と
し
て
京
都

府
農
地
中
間
管
理
機
構
の
「
利
用
権
設
定
方
式
」

に
よ
り
ま
す
。
機
械
・
施
設
は
船
枝
生
産
組
合
か

ら
有
償
で
借
り
上
げ
、
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ほ
場
は
自
己
管
理
で
地
権
者
と
有
償
の
自
己
管
理

契
約
を
結
び
、
草
刈
な
ど
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
現
状
と
今
後
を
予
測
す
る
と
、
地
域

の
農
地
・
農
業
を
守
る
に
は
、
生
産
組
織
の
維
持

発
展
以
外
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
、

若
い
担
い
手
が
確
保
で
き
れ
ば
、
六
次
産
業
化
の

取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
代

表
理
事
の
井い

尻じ
り

稔み
の
る

さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

（
取
材
：
波
部
良
典　

委
員
）

▲小豆の収穫作業▲小麦の播種作業
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第
５
回
全
国
豚
枝
肉
コ
ン
ク
ー
ル
が
９
月
６
～
８
日
、
大
阪
市
、

大
阪
府
畜
産
会
、
大
阪
市
食
肉
市
場
の
主
催
に
よ
り
近
畿
地
方

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南
丹
市
か
ら
㈲
日
吉
フ
ァ
ー
ム

（
代
表
・
北
側
勉
さ
ん
）が
出
品
。
２
８
４
頭
の
中
か
ら
平
成
29
年

度
最
高
賞
で
あ
る
名
誉
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
３
度

目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
年
、
北
側
さ
ん
は
家
族
で
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
独
立

を
志
し
、
同
業
者
の
知
人
を
通
じ
て
購
入
し
た
の
が
日
吉
町
上

胡
麻
の
現
在
の
場
所
で
す
。
当
時
は
、
周
囲
の
農
家
が
水
稲
や

野
菜
作
り
の
か
た
わ
ら
、
豚
の
飼
育
も
し
て
い
て
歓
迎
さ
れ
ま

し
た
。
豚
ふ
ん
は
地
元
農
家
の
野
菜
作
り
に
と
供
給
し
、
と
て

も
喜
ば
れ
ま
し
た
。　

「
飼
育
に
大
切
な
の
は
、
種
豚
が
持
っ
て

い
る
能
力
を
ど
の
よ
う
に
最
大
限
引
き
出
す

か
と
い
う
事
。
飼
料
と
環
境
に
は
特
に
気

を
使
っ
て
い
ま
す
。
飼
料
面
で
は
、
基
礎
飼

料
パ
ン
、
カ
ス
テ
ラ
や
菓
子
類
の
エ
コ
ー
飼

料
を
絶
妙
な
配
合
で
加
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
環
境
面
で
は
、
京
丹
波
地
方
の
澄
ん

だ
空
気
、
き
れ
い
な
水
を
利
用
し
つ
つ
、
飼

育
温
度
及
び
豚
の
健
康
状
態
を
管
理
し
飼

育
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
京
丹

波
高
原
豚
は
、
さ
し
の
入
っ
た
ジ
ュ
ー
シ
ー

で
柔
ら
か
い
肉
に
な
り
、
脂
身
が
白
く
甘

く
仕
上
が
り
ま
す
。
今
後
も
最
高
級
の
商

品
を
安
定
し
て
お
客
様
に
提
供
す
る
た
め

に
、
努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
」と
北
側
さ
ん

は
語
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　

  　
（
取
材
：
谷
口
定
己　

委
員

 　
　
　
　

  　
　
　
　

宇
野
十
三
治
委
員
）

　

５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る「
和

牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」、
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
が
平
成
29
年
９

月
７
～
11
日
、
宮
城
県
仙
台
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
和
牛

２
５
０
万
頭
の
頂
点
を
決
め
る
本

会
に
、
㈲
京
都
丹
波
牧
場（
代
表
・　

平
井
一
三
さ
ん
）が
京
都
府
代
表

と
し
て
出
場
し
、
肉
質
を
競
う
部

門
で
２
位
と
５
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
11
月
に
兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
第
64
回
近
畿
東
海
北
陸

連
合
肉
牛
共
進
会
に
お
い
て
、
平
成
26
年
に
引
き
続
き
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
肉
用
牛
の
飼
育
頭
数
が
約
６
千
頭
の
京
都
府
の
同
牧
場
が
、
33
万
頭

の
鹿
児
島
県
、
25
万
頭
の
宮
城
県
な
ど
の
和
牛
大
産
地
と
肩
を
並
べ
、
各
地
の
銘

柄
牛
を
超
え
た
成
績
は
、
ま
さ
に
快
挙
と
い
え
ま
す
。

　

同
牧
場
は
、
南
丹
市
八
木
町
で
、
黒
毛
和
牛
を
約
１
７
０
０
頭
飼

育
し
て
い
ま
す
。
平
井
さ
ん
は
家
畜
商
４
代
目
で
、
先
代
よ
り
伝
承

さ
れ
る
肥
育
技
術
を
生
か
し
て
、
最
高
品
質
の
和
牛
生
産
に
取
り
組

み
続
け
て
い
ま
す
。

　

清
掃
を
徹
底
し
た
清
潔
な
牛
舎
で
、
血
統
な
ど
選
り
す
ぐ
り
の
牛

た
ち
が
、
良
質
な
餌
を
ふ
ん
だ
ん
に
与
え
ら
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
飼
育

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
品
質
の
良
い
牛
ふ
ん
堆
肥
は
地
域
に
供
給

さ
れ
、
地
域
農
業
の
土
台
と
な
る
土
つ
く
り
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
「
わ
ず
か
な
変
化
も
見
逃
さ
な
い
体
調
管
理
の
徹
底
と
牛
に
対
す
る

愛
情
が
何
よ
り
も
大
事
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
こ
と
を
忠
実
に
実

行
し
て
き
た
だ
け
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
京
都
府
内
の
和
牛
農
家
を

は
じ
め
、
関
係
者
と
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
京
都
府
産
和
牛
の
お

い
し
さ
・
す
ば
ら
し
さ
を
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
も
強
く
発
信
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
平
井
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

（
取
材
：
廣
瀨
但　

委
員
）

㈲日吉ファーム（日吉町）
豚肉・京丹波高原豚

㈲京都丹波牧場（八木町）
牛肉・平井牛

北側さん

清掃を徹底した牛舎

長期肥育中の牛

母豚に集まる子豚
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南
丹
市
美
山
町
で
暮
ら
す
大
西
さ

ん
は
、
由
良
川
の
大
野
ダ
ム
湖
に
架

か
る
萱か
や

野の

橋
を
渡
り
、
Ｊ
Ａ
京
都
の

育
苗
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
平
成
20
年

大
阪
か
ら
家
族
で
移
住
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
妻
、
高
校
生
と
小
学
生
の

お
子
さ
ん
と
の
４
人
暮
ら
し
で
す
。

　

当
初
、
林
業
の
仕
事
を
求
め
て
、

知
人
の
紹
介
を
得
て
、
大
阪
で
の
会

社
勤
め
か
ら
美
山
に
移
住
し
ま
し
た

が
、
共
働
き
で
子
ど
も
も
小
さ
く
、

家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
、

自
分
の
責
任
で
仕
事
が
で
き
る
農
業

を
選
び
ま
し
た
。
平
成
29
年
10
月
に

実
践
農
場
で
の
研
修
が
終
了
し
、
新

規
担
い
手
農
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
美
山
町
長
谷
や
小お

渕ぶ
ち

、
肱ひ
じ

谷た
に

の
農
地
で
、
水
稲
の
作
付
60
ア
ー

ル
、
野
菜
は
万
願
寺
と
う
が
ら
し
、

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
黒
枝
豆
、
水

菜
を
栽
培
し
、
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
を
始
め
て
日
も
浅
く
、
毎

日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。
仕
事
、
家

庭
、
地
域
、
３
つ
の
活
動
バ
ラ
ン
ス

を
等
し
く
と
っ
て
、
堅
実
に
暮
ら
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。（

取
材:

梅
津
義
明　

委
員
）

里
の
文
化
と
暮
ら
し

家
族
と
の
時
間
を
大
切
に

い
な
か
暮
ら
し
に
魅
力
を
求
め
て

美
山
町
長な
が

谷た
に

大お
お

西に
し

　
勇い

さ
む

さ
ん

特
集

　平成 31 年から、青色申告（簡易方式含む）を
行う農業者を対象に、農産物全体の収入減少を
補てんする「収入保険制度」が始まります。

（受付は平成 30 年秋から）。
　加入条件や補償内容など詳しいことは、京都
府農業共済組合にお問い合わせください。

  収入保険が始まります

京都府農業共済組合
京都支所

所在地：南丹市園部町小山東町
　　　　溝辺 21-2

☎ 0771-63-2951
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10
月
27
日
、「
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
南

丹
市
内
で
農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
農
業
者
と
意
見
を
交
換
し
、

現
状
や
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
農
政
施
策
の
改
善
や
要
望
提

案
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
農
業
を
営
む

30
～
50
代
の
農
業
者
の
方
８
名
、
農
業
委
員
12
名
と
事
務
局
職
員
、
農
林

商
工
部
長
、
農
政
課
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
農
業
を
法
人
で
営
む
方
、
営

農
数
年
目
の
新
規
営
農
者
の
方
、
自
作
の
農
作
物
を
加
工
・
販
売
す
る
方

な
ど
、
営
農
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

共
通
の
苦
労
話
と
し
て
出
た
の
が
、
野
生
鳥
獣
害
に
つ
い
て
で
す
。
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
は
年
々
増
加
し
、
電
柵
・
網
な
ど
対
策
資
材

の
購
入
で
費
用
負
担
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
狩
猟
で
個
体
数
を

減
ら
す
た
め
に
は
、
わ
な
の
購
入
経
費
や
処
理
設
備
の
不
足
な
ど
が
課
題

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
２
月
の
大
雪
、
同
年
10
月
の
台
風
24
号
の
暴
風
雨
と
、

年
に
２
度
の
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
両
方
被
災
し
た
方
も
あ
り
、

金
銭
面
・
精
神
面
と
も
負
担
が
大
き
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
り
、
情
報
を
提
供
し
合
う
中
、
集
ま
っ
て
話
を

す
る
機
会
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。「
市
内
の
農
業
者
同
士
の
情
報
共

有
・
交
流
の
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
こ
か
ら
指
導
や
技
術
の
伝

承
、後
継
者
へ
の
農
地
継
承
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
行
政
・

農
業
委
員
の
方
に
は
、
そ
の
場
で
積
極
的
に
生
の
声
や
要
望
を
聞
い
て
ほ

し
い
で
す
」と
の
意
見
が
あ
り
、今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
書:

德
山
憲
司　

委
員
）

農
業
者
の
生
の
声
を
聞
き
、
農
政
へ
の
反
映
を
検
討
す
る

農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会

谷
たに

　　学
まなぶ

さん井
いの

上
うえ

　雅
まさ

晶
あき

さん神
かみ

山
やま

信
しん

一
いち

郎
ろう

さん西
にし

田
だ

　貴
たか

彦
ひこ

さん

大
おお

西
にし

　勇
いさむ

さん井
い

尻
じり

　浩
ひろ

之
ゆき

さん木
き

曽
そ

田
だ

恒
つね

男
お

さん須
す

賀
が

　智
とも

昭
あき

さん

❶積立方式（確定拠出型）で少子高齢化時代に強い年金です！
❷生活設計や経営状況に合わせて（２万円から６万７千円まで千円単位）保険料設定可。
❸収入が多いとき、保険料（社会保険料控除）を増やせば節税できます。

★加入資格…国民年金の第１号被保険者（※保険料の免除者は除く）・年間 60 日以上の農業従事者・60 歳未満の方

★農業者年金は、国民年金（基礎年金）に上乗せした任意加入の公的年金制度

農業者年金へ加入しましょう

長 い 人 生、 準 備 は 今 から。
将 来 へ の 備えは 、 家 族 ひとりひとりに 対して。
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　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、
楽しい、また興味深い取り組みがされています。
　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

源
光
庵
（
京
都
市
北
区
鷹
峯
）

　
京
都
府
立
丹
波
支
援
学
校
中
学
部
で
は
、
平
成
29
年

度
よ
り
、
学
校
近
隣
の
田
ん
ぼ
を
借
り
、
米
作
り
の
指

導
も
受
け
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
が
米
作
り
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
丹
波
支
援
学
校
ら
し
い
地
域
交
流

の
あ
り
方
」を
目
指
し
、
地
域
住
民
と
の
共
生
を
図
り
、

地
域
に
貢
献
す
る
た
め
で
す
。

　

６
月
６
日
に
は
代し

ろ

掻か

き
を
兼
ね
て
泥
遊
び
を
行
い
、

８
日
に
は
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
８
月
下
旬
～
９
月

上
旬
に
は
、
か
か
し
を
作
り
、
亀
岡
夢
コ
ス
モ
ス
園
の

“
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
”へ
応
募
も
し
ま
し
た
。

　
幾
た
び
の
雨
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た

稲
刈
り
。
10
月
10
・
11
日
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
、
豊

か
に
実
っ
た
稲
を
刈
り
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
生
徒
に
と
っ
て
、
慣
れ
な
い
作
業
や
初
め
て
の
作

業
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
は
収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で

無
事
に
収
穫
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
年
と

れ
た
お
米
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
京
都
府
立
丹
波
支
援
学
校
中
学
部　
織お

田だ

有ゆ
う
二じ

先
生
）

　

小
春
日
和
に
背
中
を
押
さ
れ
て
、
農
作
業
に

奔
走
し
た
体
を
癒
し
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

得
る
た
め
、
ひ
と
り
旅
に
出
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
二

条
駅
で
下
車
し
、
市
バ
ス
６
号
系
統
で
千
本
通

を
あ
が
る
こ
と
約
30
分
。
錦
秋
の
洛
北
、
光
悦

寺
に
ほ
ど
近
い
源
光
庵
へ
む
か
い
ま
す
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
の
前
、
徳
川
家
康
の
忠
臣
・

鳥
居
元
忠
は
、
石
田
三
成
の
大
軍
勢
を
伏
見
城

で
迎
え
ま
す
。
鳥
居
氏
側
の
多
く
の
武
将
は
討

死
し
、
生
き
残
っ
た
者
も
城
内
で
自
刃
し
ま
し

た
。
痕
跡
が
残
る
城
の
床
板
を
、
供
養
の
た
め

寺
に
お
さ
め
た「
血
天
井
」は
、
本
堂
の
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
で
す
。

　

そ
し
て
、
有
名
な
二
つ
の
窓
、
丸
窓
と
角
窓

へ
。
丸
窓
は
悟
り
の
窓
と
い
い
、「
禅
と
円
通
」

の
心
を
表
し
、
円
は
大
宇
宙
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
角
窓
は
迷
い

の
窓
と
い
い
、「
人

間
の
生
涯
」を
象

徴
し
、
生
老
病
死

の
四
苦
八
苦
を
表

し
ま
す
。

　

畳
に
腰
を
落
と

し
、「
血
天
井
」を

見
上
げ
て
戦
国
時

代
へ
思
い
を
は
せ

た
り
、
窓
か
ら
臨

む
庭
の
紅
葉
に
感

激
し
た
り
と
、
わ

ず
か
な
が
ら
我
を

忘
れ
た
至
極
の
時

間
で
し
た
。

米
作
り
学
習「
米こ

め

米こ
め

く
ら
ぶ
」で
地
域
交
流

旅人： 谷口定己 委員

編 集 後 記 　深雪の美山かやぶきの里で開催される「雪
ゆき

灯
とう

廊
ろう

」。国内外からの多くの観光客が雪で灯ろうをつく
り、夜には明かりで浮かび上がる集落の雪景色を楽しみました。（梅津 義明 委員）

▲丸窓「悟りの窓」▲庭の紅葉

▲稲刈りできたよ！

▲脱穀作業を体験

◆
広
報
委
員
会

【
美
山
町
】

 

梅
津
義
明

 

中
野
貞
一

【
園
部
町
】

 

平
野
清
久

 

小
林
義
雄

 

関　

隆
宏

【
日
吉
町
】

 

宇
野
十
三
治

 

谷
口
定
己

【
八
木
町
】

 

波
部
良
典

 

葊
瀨　

但

 

德
山
憲
司

地域の食と農業の情報紙『なんたん』
自慢の農作物・地域の積極的な取り組み・地元野菜の
食べられるお店など、すてきな情報をお待ちしております。
農業委員会事務局　電話：0771-68-0067


